
土木工事施工管理基準　新旧対照表
出来形管理基準 第03編 土木工事共通編
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削 孔 深 さ  ℓ 設計値以上

せん孔方向　θ

削 孔 深 さ  ℓ 設計値以上

せん孔方向　θ

延　　長　　Ｌ

１施工箇所毎

延　　長　　Ｌ

１施工箇所毎

2 法枠工
（プレキャスト法枠
工） 法

長

ℓ

施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１ヶ所、延長40ｍ
（又は50ｍ）以下のものは１施工箇
所につき２ヶ所。

4

ℓ ＜ 10ｍ

ℓ ≧ 10ｍ

4

延　　長　　Ｌ -200

１施工箇所毎
計測手法については、従来管理の
ほかに「３次元計測技術を用いた出
来形管理要領（案）」で規定する出
来形計測性能を有する機器を用い
ることが出来る。

延　　長　　Ｌ -200

法

長

ℓ

ℓ ＜ 10ｍ -100

１施工箇所毎
計測手法については、従来管理の
ほかに「３次元計測技術を用いた出
来形管理要領（案）」で規定する出
来形計測性能を有する機器を用い
ることが出来る。

高　　さ　　ｈ -30 高　　さ　　ｈ -30

枠中心間隔  ａ ±100 枠中心間隔  ａ ±100

法枠工
（現場打法枠工）
（現場吹付法枠工）

曲線部は
設計図書
による

ℓ ≧ 10ｍ -200 ℓ ≧ 10ｍ -200

幅　　　　　ｗ -30

枠延延長100ｍにつき１ヶ所、枠延
延長100ｍ以下のものは１施工箇
所につき２ヶ所。
計測手法については、従来管理の
ほかに「３次元計測技術を用いた出
来形管理要領（案）」で規定する出
来形計測性能を有する機器を用い
ることが出来る。

幅　　　　　ｗ

施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１ヶ所、延長40ｍ
（または50ｍ）以下のものは１施工
箇所につき２ヶ所。
計測手法については、従来管理の
ほかに「３次元計測技術を用いた出
来形管理要領（案）」で規定する出
来形計測性能を有する機器を用い
ることが出来る。

-30

枠延延長100ｍにつき１ヶ所、枠延
延長100ｍ以下のものは１施工箇
所につき２ヶ所。
計測手法については、従来管理の
ほかに「３次元計測技術を用いた出
来形管理要領（案）」で規定する出
来形計測性能を有する機器を用い
ることが出来る。

1 法枠工
（現場打法枠工）
（現場吹付法枠工）

法

長

ℓ

ℓ ＜ 10ｍ -100

施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１ヶ所、延長40ｍ
（または50ｍ）以下のものは１施工
箇所につき２ヶ所。
計測手法については、従来管理の
ほかに「３次元計測技術を用いた出
来形管理要領（案）」で規定する出
来形計測性能を有する機器を用い
ることが出来る。

曲線部は
設計図書
による
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±2.5度

±2.5度±2.5度

-100 ℓ ＜ 10ｍ -100
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配 置 誤 差 ｄ 100 配 置 誤 差 ｄ 100

-200 -200

2 法枠工
（プレキャスト法枠
工） 法

長

ℓ
ℓ ≧ 10ｍ -200

施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１ヶ所、延長40ｍ
（又は50ｍ）以下のものは１施工箇
所につき２ヶ所。

改定理由
工　　　　　種 測定項目

規　格　値

編 章 摘　要節 条 枝番 工　　　　　種

旧（令和6年10月版） 新（令和7年3月版）

編 章 節 条 枝番
個々の測定値

（Ｘ）
10個の測定値

の平均(X10)※
個々の測定値

（Ｘ） 測　　定　　基　　準 測　　定　　箇　　所測定項目

規　格　値
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